
秦野市地域公共交通の取組み

平成３０年７月

神奈川県秦野市
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廣田 達也（神奈川県秦野市役所）

・平成２１年度入庁 １０年目（全国植樹祭推進課⇒学校教育課
⇒関東運輸局旅客第一課へ派遣（Ｈ２７、２８年度）を経て、
平成２９年４月より現職）

・公共交通推進課での業務
○乗合タクシーの運行に関すること
○交通需要マネジメントに関すること
○地域公共交通会議に関すること
○補助金に関すること

自己紹介及び業務内容
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神奈川県秦野市

・神奈川県央の西部に位置

・面積：１０３．７６㎢

・人口：１６５，５７２人

・中心部は東京駅から約６０㎞
横浜駅から約３７㎞

・県下で唯一の典型的な盆地
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（平成３０年７月１現在）
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公共交通の現状と課題①

・小田急線の鉄道駅４駅⇔路線バスが放射状に運行

・少子高齢化・モータリゼーションの進展、人口減少等により、

バス利用人数は、この１７年間で約２１％減少
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公共交通の現状と課題②

・平成１４年２月道路運送法の一部改正

乗合バス事業→需給調整規制の撤廃→廃止や減便

廃止検討路線数：１３路線

課題１ 不採算バス路線対策

・公共交通空白地域が点在（鉄道駅から半径７００ｍ且つバス

停から ３００ｍ離れた地域）

課題２ 路線（乗合）バスではカバーできない地域への対応

・課題１及び課題２への対応策

地域公共交通会議を設置(平成19年5月)
新たな地域公共交通に係る運行基本計画策定（H20.3）

※乗合タクシーを基本に新たな地域公共交通の導入
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乗合バスの利便性向上への取組み

■ ノンステップバスの導入（平成１７～２２年度、２８年度～）

・合計２１台導入（うち１３台分を補助） 補助金額：２０，１４１千円

■ ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）の導入（平成１８・１９年度）

・バス１０７台に設置 補助金額：２，３３４千円

■ バスロケーションシステムの導入（平成２１年度）

・バス１２３台に設置 補助金額：１１，３７８千円

１ 地域公共交通活性化・再生総合事業
(1)  秦野市地域公共交通総合連携計画策定 平成20年 9月 1日
(2) 路線固定型乗合タクシー 実証運行開始 平成20年10月30日

(3) デマンド型乗合タクシー実証運行開始 平成21年11月16日

⇒平成23年4月1日本格運行

２ 地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統）

上地区乗合自動車（路線固定型）実証運行開始 平成23年10月3日

⇒平成26年10月3日本格運行

乗合タクシーの取組経過



乗合タクシーの実施区域

渋沢駅

乗合タクシー運行

上地区乗合自動車運行

栃窪

みくるべ

湯の沢

柳川・八沢
おおね台

東海大学前駅

鶴巻温泉駅

秦野駅

赤十字病院
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路線固定型乗合タクシー①

１ 渋沢駅・秦野赤十字病院ルート

秦野赤十字病院

秦野市役所

秦野駅

渋沢駅南口

渋沢駅

渋沢相互住宅自治会館前
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千村経由 相互住宅経由



路線固定型乗合タクシー②

２ おおね台ルート

鶴巻温泉駅

東海大学前駅

おおね台団地

北矢名郵便局

「おおね台Ｂ２」停留所

「おおね台入口」停留所
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上地区乗合自動車（路線固定型）

「県民の森入口」停留所

「渋沢駅北口」停留所

湯の沢、みくるべ、柳川・八沢

～ 行け行けぼくらのかみちゃん号 ～
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路線固定型乗合タクシー事業概要

区 分 渋沢駅・秦野赤十字病院ルート おおね台ルート 上地区乗合自動車

運行形態 道路運送法第４条許可（路線定期運行）

運 行 日 月曜日から金曜日までの平日（12/29～1/3運休）

運行車両 乗車定員１４人のワゴン車両（４台）

運行便数 １９便/日 １８便/日 ３２便/日

運 賃 ゾーン制：２００円～３００円 一律２００円 ゾーン制：２００円～３００円

平
成

年
度

運 行 日 数 ２４４日

利 用 者 数 １６，３４９人(３．５３人/便） １７，０６８人（３．８９人) ２３，８９９人（３．０６人）

運行経費（A） １２，７５６ 千円 １１，９５０ 千円

運賃収入（B） ７，２３３ 千円 ５，２８７ 千円

収支率（B/A） ５６．７ ％ ４４．２ ％

国 補 助 金 － ２，８１０ 千円

市 補 助 金 ８，６３８ 千円

事業者負担額 ７３８ 千円

29
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デマンド型乗合タクシー

渋沢駅⇔栃窪・渋沢エリア

運行便数 駅発５便/日・居住地発６便/日

運 賃
１人３５０円（往復又は利用者同士の利用
時割引有り）

平
成

年
度

運 行 日 数 １４３日

利 用 者 数 ３０７人（１．１３人/便）

運行経費（A） ２９２ 千円

運賃収入（B） ９８ 千円

収支率（B/A） ３３．４ ％

市 補 助 金 ９７ 千円

事業者負担額 ９７ 千円

渋沢駅南口

小田急線

渋沢

栃窪

渋沢駅
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持続可能な地域公共交通を目指して

持続可能な
地域公共交通

地域住民

（利用者）

交通事業者

（運行主体）

行 政

（運行支援）

・地域の足は自ら守り乗り支えていく

・自家用車から公共交通への転換

・運営費用の一部負担

地域公共交通の維持・確保

地域公共交通の支援真に必要な公共サービスの追求

・地域公共交通を支えるためのＰＲ

・地域住民、関係機関等との調整

・利用促進への取組み

・運行経費の削減、利用需要の拡大

・運賃以外の収入確保（企業広告ｅｔｃ）

・独立採算が図れる事業体制の確立

三位一体
（連携・協働）
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その他の公共交通施策の取組み

１ 高速バス路線の拡充

２ 交通需要マネジメント（ＴＤＭ）の推進

(1) ノーマイカー・エコ通勤デー事業

(2) 交通スリム化教育

(3) パーク＆バスライド

３ 小田急電鉄（株）との連携協定締結

４ 福祉部局との連携事業
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高齢者向けバス乗り方講座の実施

福祉部局との連携事業

実施日 平成３０年４月２６日（火）

参加者 ３２名（その他見学等も含めると
５０名近くが参加）

内 容 地元自治会、交通事業者、市の
福祉部局及び交通部局が連携・
協働して実施。

自治会館の中で、バスを使った
いきがいづくりと介護予防に関す
る話をした後、外に出て実際の
バスを用いて乗り方を説明。

神奈川新聞記事
4月27日号

東京交通新聞
記事

4月30日号
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ご静聴ありがとうございました。


